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三
種
町
議
会
議
員
改
選
後
の
初
議
会
が
６
月
８
日
に
開
催
さ
れ
、

議
長
に
平
賀
真
氏
、
副
議
長
に
高
橋
満
氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

議
員
紹
介

議
員
紹
介

議席番号５

加藤彦次郎

地区　上岩川
所属委員会等
総務政策委員会
議会運営委員会

議席番号１

小林かおり
こばやし かおりかとうひこじろう

あらや ようしんたかはし みつる

まきの しょうせいえんどう かつあき

なりた こういちもりやま だいすけ

地区　鹿渡
所属委員会等
環境厚生委員会
広報広聴委員会

議席番号６

高橋　　満

地区　豊岡金田
（副議長）
所属委員会等
環境厚生委員会
三種・八峰養護老人ホーム
組合議会議員

議席番号２

荒谷　要伸

地区　大口
所属委員会等
総務政策委員会
（副委員長）
広報広聴委員会

議席番号７

遠藤　勝昭

地区　豊岡金田
所属委員会等
総務政策委員会
広報広聴委員会
（委員長）
議会運営委員会

議席番号３

牧野　勝精

地区　浜田
所属委員会等
総務政策委員会
広報広聴委員会

議席番号８

森山　大輔

地区　浜田
所属委員会等
環境厚生委員会
（副委員長）
広報広聴委員会
能代山本広域市町村
圏組合議会議員

議席番号４

成田　光一

地区　鵜川
所属委員会等
総務政策委員会
（委員長）
能代山本広域市町村
圏組合議会議員
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議
長
就
任
あ
い
さ
つ

　

平
成
18
年
３
月
、
旧
山
本
町
議

長
と
し
て
三
種
町
ス
タ
ー
ト
の
テ

ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
っ
て
か
ら
20
年

の
歳
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
間
、

人
口
減
少
が
進
み
、
今
年
４
月
三

種
中
学
校
が
開
校
、
町
の
将
来
を

考
え
る
年
を
迎
え
、
議
会
の
責
任

の
重
さ
を
再
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

議
長
と
し
て
、
議
員
個
々
の
考

え
を
尊
重
し
、
議
論
を
重
ね
、
方

向
が
決
ま
っ
た
ら
町
と
の
両
輪
と

し
て
前
進
す
る
こ
と
に
努
め
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
常
に
品
位

を
保
ち
、
職
責
を
汚
さ
ぬ
よ
う
に

身
を
慎
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

さかいや なおきこだま よしひろ

しみず きんやこさわ たかみち

いとう せんさくひらが まこと

議席番号12

児玉　儀広

地区　鹿渡
所属委員会等
環境厚生委員会
広報広聴委員会
（副委員長）
議会運営委員会

議席番号９

堺谷　直樹

地区　森岳
所属委員会等
環境厚生委員会
（委員長）
能代山本広域市町村
圏組合議会議員

議席番号13

小澤　高道

地区　下岩川
所属委員会等
環境厚生委員会
議会運営委員会
三種・八峰養護老人ホーム
組合議会議員

議席番号10

清水　欣也

地区　浜田
所属委員会等
環境厚生委員会
議会運営委員会
（委員長）

議席番号14

平賀　　真

地区　森岳
（議長）
所属委員会等
総務政策委員会
能代山本広域市町村
圏組合議会議員

議席番号11

伊藤　千作

地区　鹿渡
所属委員会等
総務政策委員会
議会運営委員会
（副委員長）

議長　平賀　真
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　まち活支援事業補助金　まち活支援事業補助金

国民健康保険事業勘定特別会計繰出金国民健康保険事業勘定特別会計繰出金

　地域エネルギー会社の設立出資金　地域エネルギー会社の設立出資金

２００万円

６００万円

△２２４４万２千円

町にゆかりのある企業と自治体が連携
して設立する会社で、地域の太陽光や
風力などの再生可能エネルギーを活用
し、公共施設や事業者などへ電力を供
給。得られた収益を地域の未来へ投資
し、官民連携による「三種モデル」の
構築を目指す。

町の活性化や賑わいの創出などを目的
とした活動で公益性があり、不特定多
数の人に利益が寄与されるイベントに
対して補助金を交付するもの。

米価高騰に伴う農業所得などの水準が
高まったことにより国保税収の増加が
見込まれたため、国民健康保険事業勘
定特別会計予算を減額補正した。その
ことにより一般会計予算から国民健康
保険事業勘定特別会計予算への繰出金
を減額するもの。

新規

新規
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一　
般　
会　
計

学
校
整
備
財
源

問　
学
校
施
設
環
境
改
善

交
付
金
の
内
示
額
が
減
額

と
な
り
、
過
疎
債
へ
振
り

替
え
た
理
由
は
。

答　
新
た
な
小
学
校
３
校

の
整
備
に
係
る
７
事
業
を

申
請
し
た
が
、
プ
ー
ル
新

設
工
事
が
未
採
択
と
な
っ

た
た
め
。

採
決
結
果
は
こ
ち
ら

審
議
さ
れ
た
議
案
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

こ
ち
ら
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。　
　
▼

会
議
録
は
８
月
下
旬
以
降
掲
載
予
定

す
べ
て
の
質
疑
は
、
８
月
下
旬
以
降

こ
ち
ら
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
▼

６
月
定
例
会
議
案
審
議

６
月
定
例
会
議
案
審
議

旧
校
舎
管
理
体
制

問　
旧
上
小
校
舎
利
活
用

協
議
会
の
解
散
に
伴
い
、

補
助
金
が
減
額
さ
れ
て
い

る
。
旧
校
舎
へ
公
民
館
機

能
も
移
転
し
た
中
で
、
今

後
の
施
設
の
運
営
主
体
は

誰
が
担
う
予
定
か
。

答　
今
後
は
琴
丘
支
所
で

施
設
の
管
理
を
行
う
。
事

前
に
琴
丘
支
所
へ
利
用
日

程
な
ど
を
連
絡
し
て
い
た

だ
き
、
鍵
の
貸
出
を
受
け

る
こ
と
で
利
用
で
き
る
。

老
朽
化
調
査
の
実
施

問　
八
竜
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
施
設
調
査
業
務
の
詳

細
は
。

答　
建
設
か
ら
年
数
が
経

過
し
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
こ
と
や
、
町
民
か
ら
の

改
修
要
望
も
踏
ま
え
、
現

地
調
査
を
実
施
す
る
も
の
。

調
査
項
目
は
老
朽
度
合
い

を
把
握
す
る
た
め
の
８
項

目
で
、
内
外
壁
の
ひ
び
割

れ
、
屋
根
の
雨
漏
り
、
消

防
設
備
、
給
水
管
の
配
管

な
ど
、
施
設
全
体
に
つ
い

て
工
事
の
必
要
性
を
含
め

て
調
査
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
る
。

ス
カ
ル
パ
野
球
場
改
修

問　
琴
丘
体
育
施
設
改
修

工
事
に
２
７
５
万
円
増
額

し
て
い
る
が
、
詳
細
は
。

答　
ス
カ
ル
パ
野
球
場
の

改
修
工
事
で
あ
り
、
新
た

に
洗
濯
機
と
給
排
水
設
備

を
設
置
す
る
ほ
か
、
受
水

槽
の
ポ
ン
プ
な
ど
の
改
修

を
行
う
も
の
。

地
域
電
力
始
動

問　
従
来
の
電
力
会
社
か

ら
購
入
す
る
場
合
と
、
新

電
力
か
ら
購
入
す
る
場
合

の
違
い
は
。

答　
新
電
力
へ
切
り
替
え

る
こ
と
で
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
由
来
の
電
気
を

よ
り
多
く
導
入
で
き
、
単

価
も
同
等
か
そ
れ
以
下
に

な
る
見
込
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
電
気
料
金
を

地
域
の
会
社
に
支
払
う
こ

と
に
よ
り
町
内
で
資
金
が

循
環
し
、
地
域
経
済
の
活

性
化
に
も
つ
な
が
る
と
想

定
さ
れ
る
。

問　
住
民
に
対
す
る
利
益

還
元
は
。

答　
町
民
へ
の
直
接
的
な

給
付
な
ど
、
分
か
り
や
す

い
効
果
が
す
ぐ
に
現
れ
る

も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、

事
業
が
安
定
し
利
益
が
生

ま
れ
れ
ば
、
税
収
な
ど
を

通
じ
て
町
の
財
源
と
な
り
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
住

民
に
還
元
さ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
循
環
が
町
民

に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

八竜環境改善センター
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１
．
町
内
事
業
者
へ
の
影
響
実
態
を
速

や
か
に
把
握
す
る
こ
と
。

２
．
関
係
機
関
と
連
携
し
、
事
業
者
向

け
相
談
体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と
。

３
．
必
要
に
応
じ
て
町
独
自
の
支
援
策

を
検
討
す
る
こ
と
。

４
．
国
及
び
県
に
対
し
、
十
分
な
支
援

措
置
を
講
じ
る
よ
う
要
望
す
る
こ
と
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

　

昨
今
の
中
東
情
勢
の
緊
迫
化
に
伴
い
、

ナ
フ
サ
を
は
じ
め
と
す
る
化
学
原
料
の

供
給
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

町
内
に
お
い
て
も
、
塗
装
業
や
建
設

関
連
事
業
者
な
ど
を
中
心
に
、
原
材
料

の
確
保
が
困
難
と
な
り
、
事
業
活
動
へ

の
影
響
が
生
じ
て
い
る
と
の
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。

　

地
域
経
済
と
住
民
生
活
へ
の
影
響
を

最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、
三
種
町
に
お

い
て
は
次
の
事
項
に
つ
い
て
速
や
か
に

取
り
組
む
よ
う
求
め
る
。

ナ
フ
サ
不
足
及
び
原
材
料
価
格
高
騰
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
対
応
を
求
め
る
決
議

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

可決 ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ● ●○ ●● 議

　　　　　　　　　　　　　　　　　○…賛成　●…反対　欠…欠席　退…退席　除…除斥　議…議長（採決に加わりません）

平
賀
　
　
真

小
澤
　
高
道

児
玉
　
儀
広

伊
藤
　
千
作

清
水
　
欣
也

堺
谷
　
直
樹

森
山
　
大
輔

遠
藤
　
勝
昭

高
橋
　
　
満

加
藤
彦
次
郎

成
田
　
光
一

牧
野
　
勝
精

荒
谷
　
要
伸

小
林
か
お
り

結
　
　
果

発
議

発
議
者　
　

森
山　

大
輔　

議
員

　
　
　
　
　
　
　
　

賛
成
者　
　

荒
谷　

要
伸　

議
員

遠
藤　

勝
昭　

議
員

　

時
期
尚
早
で
あ
り
、
所
管

の
委
員
会
に
付
託
し
て
慎
重

に
審
査
す
べ
き
で
あ
る
。

清
水　

欣
也　

議
員

　

ナ
フ
サ
関
連
の
材
料
の
不

足
と
価
格
高
騰
な
ど
の
影
響

を
受
け
て
い
る
町
内
事
業
者

は
予
想
以
上
に
多
い
。

　

材
料
が
手
に
入
ら
ず
今
日

は
仕
事
を
休
む
こ
と
に
し
た

と
い
う
事
業
者
も
い
る
。

　

行
政
が
対
応
を
検
討
す
べ

き
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

可決

反対

賛成

本会議
の採決結果

事
業
者
の
声
と
対
応

問　
新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
、

原
油
の
調
達
量
は
７
月
時

点
で
例
年
並
み
で
あ
り
、

首
相
も
２
０
２
８
年
３
月

ま
で
安
定
供
給
が
続
く
と

述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
ナ

フ
サ
由
来
の
化
学
製
品
に

つ
い
て
も
、
年
度
を
超
え

て
供
給
を
継
続
で
き
る
と

公
表
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
提
案

者
が
懸
念
を
示
す
根
拠
は
。

答　
町
内
事
業
者
か
ら
は

苦
慮
し
て
い
る
と
い
う
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
て
、
地

元
紙
で
も
経
済
界
に
お
け

る
影
響
が
出
始
め
て
い
る

と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
国

と
し
て
一
定
の
認
識
は
あ

る
と
思
わ
れ
る
が
、
当
町

と
し
て
も
独
自
に
状
況
を

把
握
し
、
必
要
な
対
応
を

進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
提
案
し
た
。

問　
地
域
の
経
済
関
係
者

に
よ
る
意
見
交
換
会
で
は
、

ナ
フ
サ
供
給
不
足
が
長
期

化
し
た
場
合
に
原
材
料
不

足
や
価
格
上
昇
の
可
能
性

が
あ
る
と
し
つ
つ
、
現
時

点
で
は
深
刻
な
支
障
は
確

認
さ
れ
て
い
な
い
と
さ
れ

て
い
る
。

　

一
方
で
、
町
内
で
は
実

際
に
何
事
業
者
か
ら
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
か
。

答　
具
体
的
に
把
握
し
て

い
る
の
は
数
事
業
者
で
あ

る
。
ま
た
、
商
工
会
に
も

外
部
団
体
か
ら
調
査
依
頼

が
あ
り
、
一
部
の
事
業
者

で
影
響
が
出
て
い
る
と
把

握
し
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
行
政
と
し

て
状
況
を
調
査
し
、
必
要

な
対
応
を
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

慎重に審査を

当然行政が対応すべき内容
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一般質問７議員が登壇
　　　13項目を質すただ

P 8　森山　大輔 議員 ○これまでの人口減少対策の効果と今後の取り組み
 ○町立学校での不祥事への対応について

P 9　清水　欣也 議員 ○脱炭素施策と町民の利益について

P10　成田　光一 議員 ○田川町政３期目に向けて具体的政策
 ○「砂丘温泉」ゆめろんについて
 ●建設業協会等奉仕活動について

P11　小林かおり 議員 ○新中学校を核とした地域との連携について

P12　児玉　儀広 議員 ○太陽光発電施設と小型風力発電施設の倒壊について

P13　伊藤　千作 議員 ○猛暑から住民の命を守るため、低所得・高齢者世帯
 　のエアコン購入・設置に町として支援を
 ○小中学校教材費などや修学旅行の無償化について

P14　加藤彦次郎 議員 ○廃校となった琴丘中学校の今後
 ○迷惑太陽光発電への対応
 ●環境産業の積極的な導入・促進とは

一般質問は６月24日に行われました。
一般質問とは、年４回の議会定例会において行われます。
議題とは関係なく、議員が町政全般にわたって執行機関に対し、施策の状況や方針などに
ついて説明や報告を求めるものです。
通告制が採用されており、通告（質問の届出）は、議員個人の判断によります。

※ ●印の質問については、誌面の都合上掲載できなかったものです。
　 おって会議録を掲載しますので、そちらをご覧ください。

質　問　者
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森山　大輔　議員

問　
人
口
減
少
が
進
む
中

行
政
と
民
間
が
連
携
し
て

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
新
た
な
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
を
共
同
で
策
定
す
る
考

え
は
あ
る
か
。

町
長　
新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン

の
策
定
は
考
え
て
い
な
い
。

問　
町
は
令
和
11
年
の
出

生
数
35
人
、
若
年
人
口
１

３
０
８
人
と
非
常
に
高
い

目
標
を
掲
げ
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
に
達
成
す
る
の

か
。
ま
た
、
要
因
分
析
や

効
果
検
証
を
行
い
、
施
策

を
見
直
す
仕
組
み
が
必
要

で
は
な
い
か
。

課
長
等
　
総
合
的
な
施
策

を
連
携
し
て
進
め
る
と
と

も
に
、
こ
れ
ま
で
の
検
証

を
踏
ま
え
、
必
要
な
見
直

し
を
継
続
し
て
い
く
。

問　
人
口
減
少
は
町
政
全

体
で
取
り
組
む
べ
き
最
重

要
課
題
で
あ
る
。
全
庁
横

断
の
推
進
体
制
を
整
え
、

町
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
も
と
対
策
を
進
め
る
考

え
は
あ
る
か
。

町
長　
人
口
減
少
対
策
は
、

全
庁
横
断
で
取
り
組
む
べ

き
課
題
で
あ
り
、
各
課
が

連
携
し
、
総
合
的
な
施
策

に
よ
り
将
来
を
担
う
人
材

の
定
着
に
努
め
て
い
く
。

問　
学
校
で
の
不
祥
事
防

止
策
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長
　
教
職
員
研
修
や

情
報
共
有
を
進
め
る
ほ
か
、

相
談
体
制
を
整
備
し
て
い

る
。

問　
懲
戒
処
分
に
ま
で
至

ら
な
い
事
案
は
あ
る
か
。

教
育
長
　
懲
戒
処
分
に
は

至
ら
な
い
も
の
の
、
子
ど

も
に
影
響
を
与
え
た
事
案

は
複
数
あ
っ
た
。

問　
子
ど
も
が
相
談
し
や

す
い
体
制
づ
く
り
や
定
期

的
な
ア
ン
ケ
ー
ト
、
学
級

視
察
な
ど
の
取
組
を
進
め

る
考
え
は
あ
る
か
。

課
長
等　
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談
は

利
用
が
少
な
い
た
め
、
よ

り
相
談
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
進
め
る
。
ま
た
、

教
職
員
の
連
携
を
強
化
し
、

閉
鎖
的
な
環
境
の
防
止
に

努
め
る
。

問

答

人口目標をどう達成するのか

総合的な施策で取り組む

もりやま だいすけ

学
校
で
の

不
祥
事
対
応

20年間の人口の推移（第２期三種町みらい創造プランより）



三種町議会だより　第82号9

問　
再
エ
ネ
開
発
を
は
じ

め
と
す
る
脱
炭
素
計
画
の

推
進
が
、
住
民
の
負
担
や

犠
牲
の
上
に
成
り
立
つ
の

で
あ
れ
ば
何
の
意
味
も
な

い
。
計
画
は
町
民
の
経
済

的
利
益
や
そ
の
他
の
恩
恵

の
享
受
を
前
提
に
し
た
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
風
力
発
電
の
場
合
、
電

気
も
儲
け
も
中
央
に
流
れ
、

地
元
に
残
る
の
は
あ
の
大

き
な
風
車
と
圧
迫
感
だ
け
。

ま
さ
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
植
民

地
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。
こ
れ
ら
の
地
域
デ

メ
リ
ッ
ト
に
対
し
、
再
エ

ネ
関
連
の
固
定
資
産
税
約

１
億
円
を
還
元
し
て
は
ど

う
か
。

町
長　
ど
う
い
う
形
で
還

元
し
て
い
く
か
に
つ
い
て

検
討
を
重
ね
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
う
。
直
接
給

付
が
よ
い
か
、
そ
れ
と
も

い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
通
じ

て
の
町
民
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
還
元
す
る
の
が
よ
い
か

な
ど
、
還
元
の
仕
方
に
つ

い
て
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か

ら
検
証
し
た
い
。

問　
上
岩
川
地
区
に
「
三

種
・
五
城
目
風
力
発
電
事

業
」
が
計
画
さ
れ
て
い
る

が
、
風
車
の
建
設
予
定
地

に
は
町
有
林
地
の
一
部
が

隣
接
し
て
い
る
。

　
こ
の
事
業
に
対
し
町
は

ど
の
よ
う
な
方
針
で
臨
む

か
。
ま
た
、
事
業
を
受
け

入
れ
る
に
し
て
も
、
事
業

者
に
対
し
具
体
的
な
地
域

還
元
を
す
る
こ
と
の
条
件

を
付
す
べ
き
で
あ
る
。

課
長
等　
町
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
沿
い
、
か
つ
公
共

の
利
益
に
反
し
な
い
限
り

貸
し
付
け
す
る
と
い
う
立

問答
再
エ
ネ
固
定
資
産
税
を
住
民
に
還
元
を

い
ろ
い
ろ
な
還
元
の
仕
方
を
検
証
す
る

場
で
臨
む
。
事
業
者
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
提
案
を
受
け

て
い
る
が
、
町
と
し
て
ど

の
よ
う
な
町
民
の
利
益
や

地
域
貢
献
を
求
め
て
い
く

か
を
今
後
詰
め
て
い
く
。

問　
町
は
新
電
力
会
社
の

設
立
に
対
し
出
資
す
る
こ

と
に
し
て
い
る
が
、
電
気

料
金
が
安
く
な
る
な
ど
、

具
体
的
な
住
民
の
利
益
が

あ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
町

が
出
資
者
に
な
っ
て
経
営

に
参
加
す
る
意
味
が
な
い
。

町
長
　
町
民
の
理
解
を
得

な
が
ら
、
新
電
力
会
社
設

立
の
趣
意
に
基
づ
き
、
具

体
的
な
住
民
の
利
益
を
実

現
す
る
こ
と
を
民
間
の
出

資
者
と
共
に
、
実
現
さ
せ

て
ま
い
り
た
い
。

新電力へ移行後の利益は

清水　欣也　議員
し み ず き ん や
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問　
環
境
産
業
の
積
極
的

な
導
入
・
促
進
と
は
。

町
長　
本
町
で
は
２
０
５

０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
に
向
け
た
脱
炭
素
実

行
計
画
を
策
定
し
、
取
組

を
進
め
て
い
る
。
Ｇ
Ｘ
の

推
進
を
核
と
し
て
、
公
共

施
設
に
お
け
る
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
や
、

伐
採
後
の
再
造
林
を
促
す

循
環
型
森
林
施
策
を
進
め
、

ま
た
、
Ｃ
Ｃ
Ｓ
事
業
に
つ

い
て
は
国
の
動
向
を
注
視

し
つ
つ
、
地
域
エ
ネ
ル
ギ

ー
会
社
設
立
へ
の
参
画
な

ど
、
自
治
体
と
し
て
率
先

し
て
取
り
組
む
と
共
に
、

関
係
団
体
と
連
携
し
た
啓

発
活
動
に
よ
り
、
町
民
と

民
間
事
業
者
の
協
力
を
得

て
い
く
。

問　
森
岳
温
泉
活
性
化
を

含
む
観
光
産
業
の
振
興
と

は
。

町
長　
観
光
協
会
と
の
連

携
の
下
、
森
岳
温
泉
の
活

性
化
に
つ
い
て
協
力
会
と

の
連
携
を
軸
に
誘
客
を
図

る
こ
と
、
店
舗
等
開
店
支

援
補
助
等
の
活
性
化
事
業

に
よ
る
に
ぎ
わ
い
創
出
に

取
り
組
む
ほ
か
、
町
内
観

光
拠
点
を
つ
な
ぎ
、
町
外

か
ら
の
訪
問
者
の
移
動
手

段
と
し
て
こ
れ
ま
で
実
施

し
て
き
た
ふ
れ
あ
い
バ

ス
・
巡
回
バ
ス
事
業
を
補

完
す
る
、
自
治
体
版
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
の
運
行
を
検
討

す
る
。

問　
ス
マ
ー
ト
農
業
６
次

産
業
化
の
推
進
と
は
。

町
長　
基
盤
整
備
・
Ｒ
Ｔ

Ｋ
基
地
局
の
設
置
に
よ
る

ス
マ
ー
ト
化
・
大
型
機
械

へ
の
対
応
を
加
速
さ
せ
る
。

　

一
方
、
能
代
山
本
地
域

の
基
盤
整
備
率
は
低
く
、

土
地
改
良
事
業
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
が
、
相
応
の

時
間
を
有
す
る
の
で
、
事

業
促
進
に
向
け
て
関
係
機

関
へ
強
く
働
き
か
け
て
い

く
。

問　
「
ゆ
め
ろ
ん
」
の
温

泉
井
戸
は
開
業
時
か
ら
の

１
本
だ
が
、
湯
温
と
か
を

考
え
る
と
、
２
本
目
の
井

戸
の
掘
削
を
検
討
す
る
考

え
は
な
い
の
か
。

町
長　
現
在
の
井
戸
は
平

成
７
年
の
オ
ー
プ
ン
以
来
、

31
年
が
経
過
し
て
い
る
。

定
期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、

必
要
に
応
じ
て
源
泉
ポ
ン

プ
の
交
換
や
修
繕
な
ど
を

行
い
、
維
持
管
理
に
努
め

て
い
る
。

　

新
た
に
掘
削
し
て
湯
温

を
上
げ
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
よ
り
深
い
地
点
ま
で

の
掘
削
や
地
温
の
高
い
ポ

イ
ン
ト
の
調
査
を
行
う
こ

と
で
源
泉
温
度
を
上
げ
る

こ
と
は
可
能
と
な
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
現
存
の
井

戸
の
水
位
低
下
な
ど
の
リ

ス
ク
も
あ
り
、
現
段
階
で

は
定
期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
実
施
し
、
維
持
管
理

に
努
め
て
い
く
。

問

答

３期目の具体的政策は

地域エネルギー会社設立へ参画等

２本目の井戸の掘削は

成田　光一　議員
な り た こういち

２
本
目
の
温
泉
井
戸

の
掘
削
は
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問　
本
年
４
月
、
３
中
学

校
が
統
合
さ
れ
三
種
中
学

校
が
開
校
し
た
。
生
徒
に

よ
り
よ
い
学
び
の
場
と
な

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
町

民
に
と
っ
て
も
「
建
て
て

よ
か
っ
た
」
と
思
え
る
存

在
に
な
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

　
一
方
、
中
学
校
が
な
く

な
っ
た
地
域
か
ら
は
「
中

学
生
と
接
す
る
機
会
が
減

っ
た
」「
地
域
と
の
つ
な
が

り
が
薄
く
な
る
の
で
は
」

と
の
声
も
聞
か
れ
る
。

①
町
は
新
中
学
校
を
ど
の

よ
う
な
位
置
づ
け
の
学

校
と
し
て
運
営
し
て
い

く
考
え
か
。

②
学
校
運
営
協
議
会
の
意

見
や
提
案
を
今
後
ど
う

反
映
し
て
い
く
か
。

③
中
学
校
が
な
く
な
っ
た

地
域
と
の
つ
な
が
り
を

ど
う
維
持
・
発
展
さ
せ

る
か
。

④
生
徒
の
安
全
確
保
や
教

職
員
の
負
担
軽
減
と
地

域
連
携
を
ど
う
両
立
さ

せ
る
か
。

教
育
長　
三
種
中
学
校
は

将
来
の
三
種
町
や
社
会
を

担
う
人
材
育
成
の
拠
点
と

考
え
て
い
る
。
地
域
交
流

室
や
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
プ
ラ
ザ

等
を
設
け
、
町
内
外
で
活

躍
す
る
人
材
と
生
徒
が
関

わ
り
な
が
ら
学
べ
る
環
境

で
あ
る
。

　

学
校
運
営
協
議
会
に
は

多
様
な
立
場
の
委
員
が
お

り
、
今
年
度
は
ふ
る
さ
と

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
に

向
け
関
わ
る
こ
と
を
確
認

し
て
い
る
。

　

各
地
区
で
の
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
活
動
の
継
続
、
職

場
体
験
、
文
化
祭
等
へ
の

町
民
参
加
も
呼
び
か
け
て

い
る
。

　

安
全
確
保
と
負
担
軽
減

の
両
立
は
、
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
関
係
機
関
と
連

携
し
、
役
割
分
担
を
明
確

に
し
た
仕
組
み
づ
く
り
の

検
討
を
進
め
た
い
。

問　
「
行
事
に
行
き
た
く

て
も
足
が
な
い
」
と
の
声

が
あ
る
。
五
城
目
町
に
は

町
の
バ
ス
で
送
迎
す
る
事

例
が
あ
る
が
、
本
町
で
も

対
応
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

課
長
等　
町
民
祭
で
バ
ス

を
活
用
し
た
事
例
も
あ
り
、

教
育
委
員
会
と
も
検
討
し

な
が
ら
考
え
て
い
く
。

問答
中
学
校
を
核
と
し
た
地
域
連
携
は

関
係
機
関
と
連
携
し
検
討
を
進
め
る

小林　かおり　議員
こばやし

地域との連携の維持・発展を
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児玉　儀広　議員

問　
太
陽
光
発
電
施
設
の

事
業
者
数
と
設
置
件
数
は

何
件
か
。

町
長　
62
事
業
者
が
設
置

し
た
１
８
９
件
で
あ
る
。

そ
の
内
、
町
内
の
事
業
者

は
５
事
業
者
、
34
件
で
あ

る
。

問　
全
て
Ｆ
Ｉ
Ｔ
認
定
を

受
け
た
施
設
か
。

課
長
等　
Ｆ
Ｉ
Ｔ
認
定
を

受
け
て
い
る
事
業
者
で
あ

る
。

問　
Ｆ
Ｉ
Ｔ
認
定
事
業
者

は
再
エ
ネ
特
措
法
で
廃
棄

等
費
用
積
立
義
務
が
あ
る

が
実
際
積
み
立
て
て
い
る

か
確
認
で
き
る
か
。

課
長
等　
実
際
に
積
立
て

て
い
る
か
の
確
認
は
取
っ

て
い
な
い
。

問　
Ｆ
Ｉ
Ｔ
契
約
は
20
年

間
で
あ
る
。
今
後
懸
念
さ

れ
る
の
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
契
約

が
終
了
し
た
後
、
放
置
さ

れ
、
そ
の
処
分
を
押
し
付

け
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

何
ら
か
の
措
置
や
備
え
が

必
要
で
は
な
い
か
。

課
長
等　
前
向
き
に
検
討

し
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
見

直
し
て
い
く
。

問　
内
鯉
川
地
区
の
太
陽

光
発
電
施
設
の
倒
壊
後
、

町
へ
の
報
告
は
あ
っ
た
か
。

町
長　
設
置
後
の
破
損
や

事
故
等
に
つ
い
て
、
町
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
り
町

へ
の
報
告
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
伝
え
、
事
業
者
か

ら
は
倒
壊
し
た
原
因
と
対

応
策
、
復
旧
工
事
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
報

告
を
受
け
て
い
る
。

問　
倒
壊
か
ら
３
ヶ
月
以

上
も
連
絡
が
無
か
っ
た
が
、

こ
の
事
業
者
は
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
存
在
を
知
っ
て
い

た
か
。

課
長
等　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

は
知
っ
て
い
た
が
、
報
告

に
つ
い
て
は
見
逃
し
て
い

た
。

問　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
周

知
徹
底
し
、
何
か
あ
っ
た

ら
町
に
連
絡
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
意
識
づ

け
が
必
要
で
は
な
い
か
。

課
長
等　
こ
の
件
を
糧
と

し
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
確

認
し
て
貰
う
よ
う
周
知
し

て
い
く
。

問　
小
型
風
力
発
電
施
設

は
何
事
業
者
で
何
基
か
。

町
長　
19
社
39
基
で
あ
る
。

問　
男
鹿
市
で
倒
壊
し
た

小
型
風
車
と
同
じ
メ
ー
カ

ー
の
風
車
は
あ
る
か
。

町
長　
小
型
風
力
発
電
設

備
の
メ
ー
カ
ー
や
機
種
の

把
握
は
で
き
て
い
な
い
。

問　
男
鹿
市
で
発
生
し
た

ブ
レ
ー
ド
折
損
事
故
を
踏

ま
え
た
対
応
に
つ
い
て
、

各
自
治
会
に
も
周
知
し
て

は
ど
う
か
。

町
長　
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
周
知
の
ほ
か
、
自

問

答

ガイドラインの周知徹底を

確認して貰うよう周知していく

こ だ ま よしひろ

治
会
長
会
議
で
も
周
知
し

て
い
く
。

※

　
固
定
価
格

　
　
　
　
買
取
制
度

教
え
て

　
み
た
子
さ
ん

※

内鯉川地区で倒壊していた太陽光発電施設
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伊藤　千作　議員

問　
猛
暑
が
続
く
中
、
八

峰
町
で
は
高
齢
者
世
帯
な

ど
を
対
象
に
エ
ア
コ
ン
購

入
・
設
置
費
に
対
し
上
限

７
万
円
の
補
助
を
実
施
し

て
お
り
、
能
代
市
も
同
様

で
あ
る
。
三
種
町
で
も
、

低
所
得
・
高
齢
者
世
帯
へ

の
設
置
支
援
に
加
え
、
生

活
保
護
世
帯
の
補
助
要
件

の
緩
和
や
、
安
心
し
て
使

用
で
き
る
よ
う
夏
季
の
電

気
料
金
助
成
を
行
う
べ
き

で
は
な
い
か
。

町
長　
猛
暑
の
深
刻
化
や

熱
中
症
搬
送
の
増
加
、
住

民
ニ
ー
ズ
、
近
隣
自
治
体

の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、

住
民
の
生
命
と
健
康
を
守

る
観
点
か
ら
、
エ
ア
コ
ン

設
置
支
援
制
度
の
創
設
に

つ
い
て
前
向
き
に
検
討
す

る
。

問　
９
月
補
正
予
算
へ
の

計
上
や
遡
及
適
用
な
ど
、

で
き
る
だ
け
早
い
制
度
創

設
は
可
能
か
。

町
長　
実
施
時
期
は
明
言

で
き
な
い
が
、
担
当
課
と

協
力
し
、
一
日
も
早
く
制

度
設
計
で
き
る
よ
う
検
討

す
る
。

問　
１
年
間
の
教
材
費
な

ど
が
子
ど
も
１
人
あ
た
り
、

公
立
小
学
校
で
は
８
万
１

７
５
３
円
、
公
立
中
学
校

で
は
15
万
７
４
７
円
と
な

っ
て
お
り
、
保
護
者
負
担

が
大
き
い
。
教
材
費
ゼ
ロ

を
目
標
に
、
計
画
的
な
負

担
軽
減
を
進
め
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

教
育
長　
ラ
ン
ド
セ
ル
や

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
支
給
、
学

校
給
食
費
・
医
療
費
の
無

償
化
、
就
学
援
助
制
度
に

よ
る
学
用
品
費
や
修
学
旅

行
費
な
ど
の
支
援
を
実
施

し
て
い
る
ほ
か
、
デ
ジ
タ

ル
教
材
の
ラ
イ
セ
ン
ス
料

も
町
が
全
額
負
担
し
て
い

る
。

　

宿
泊
費
高
騰
に
よ
り
修

学
旅
行
費
の
負
担
が
増
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、
就
学

援
助
世
帯
に
つ
い
て
は
、

国
の
援
助
額
で
不
足
す
る

分
を
町
独
自
に
助
成
す
る

方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

問　
修
学
旅
行
費
の
助
成

は
い
つ
か
ら
実
施
す
る
の

か
。

教
育
長　
来
年
度
か
ら
の

実
施
を
目
指
す
。

問　
教
材
を
学
校
備
品
と

し
て
整
備
す
る
な
ど
、
保

護
者
負
担
の
さ
ら
な
る
軽

減
を
図
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

問答
エ
ア
コ
ン
設
置
へ
早
期
支
援
を

制
度
創
設
を
前
向
き
に
検
討
す
る

課
長
等　
教
材
は
教
員
が

必
要
性
を
十
分
に
精
査
し

て
い
る
ほ
か
、
家
庭
に
あ

る
も
の
を
活
用
で
き
る
場

合
は
新
た
な
購
入
を
求
め

な
い
な
ど
、
保
護
者
負
担

の
軽
減
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

い と う せんさく

教
材
費
や
修
学
旅
行

費
の
負
担
軽
減

エアコン設置へ支援を
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加藤　彦次郎　議員

問　
60
年
以
上
般
若
の
森

に
存
在
し
た
琴
丘
中
学
校

が
廃
校
と
な
っ
た
。
近
隣

住
民
の
喪
失
感
は
計
り
知

れ
な
い
が
、
今
後
の
利
活

用
方
針
を
注
視
す
る
と
共

に
、
環
境
維
持
に
不
安
を

抱
え
て
い
る
。

　
現
在
の
管
理
体
制
は
。

教
育
長　
教
育
委
員
会
で

管
理
し
て
お
り
、
旧
３
中

学
校
と
来
年
度
統
合
す
る

小
学
校
の
余
剰
と
な
っ
た

備
品
等
の
管
理
保
管
施
設

と
し
て
使
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
電
気
・
ガ
ス
・

水
道
な
ど
は
使
用
を
停
止

し
て
い
る
。

問　
敷
地
内
及
び
周
辺
の

草
刈
り
等
環
境
対
策
は
。

教
育
長　
現
在
の
と
こ
ろ

定
期
的
な
管
理
は
実
施
し

て
い
な
い
が
、
草
の
繁
茂

に
よ
る
周
辺
へ
の
影
響
や

ク
マ
出
没
の
危
険
が
考
え

ら
れ
る
た
め
、
必
要
な
対

応
を
実
施
し
て
い
く
。

問　
町
は
今
後
の
利
活
用

方
針
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

教
育
長　
ま
ず
は
地
域
の

皆
様
の
活
用
に
関
す
る
意

向
を
把
握
し
た
い
。

　

７
月
下
旬
以
降
の
早
い

時
期
に
、
地
元
自
治
会
関

係
者
の
皆
様
と
町
の
関
係

各
課
で
懇
談
会
を
開
催
し
、

関
係
各
課
や
全
庁
横
断
的

な
協
議
を
経
て
、
具
体
的

な
方
向
性
を
検
討
し
て
い

く
。

問　
校
舎
や
体
育
館
は
何

年
ほ
ど
使
え
る
と
か
、
町

と
し
て
の
基
本
方
針
を
示

さ
な
け
れ
ば
具
体
的
な
話

に
な
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
早
め
の
利
活

用
が
望
ま
れ
る
が
、
計
画

の
策
定
は
い
つ
頃
に
な
る

の
か
。

課
長
等　
施
設
個
別
計
画

に
各
小
中
学
校
の
デ
ー
タ

が
あ
る
の
で
、
説
明
資
料

と
し
て
示
し
て
ま
い
り
た

い
。
ま
た
、
保
管
庫
と
し

て
２
年
ほ
ど
の
使
用
を
考

え
て
お
り
、
地
域
の
皆
様

の
要
望
を
聞
き
な
が
ら
検

討
を
進
め
て
い
く
。

問　
鯉
川
地
区
の
高
台
に

あ
る
民
家
は
、
建
築
後
多

数
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
に
囲

ま
れ
、
日
常
生
活
に
支
障

を
来
し
て
い
る
。
町
と
し

て
設
置
業
者
に
対
策
を
求

め
る
な
ど
必
要
で
は
。

町
長　
現
地
を
確
認
し
、

日
常
生
活
に
支
障
を
来
し

て
い
る
こ
と
は
容
易
に
想

像
が
つ
く
中
で
、
町
と
し

て
の
対
応
が
限
ら
れ
て
い

る
こ
と
の
も
ど
か
し
さ
を

感
じ
て
い
る
。

問

答

廃校となった琴中の活用方針は

まずは地域の意向を把握したい

か と う ひこじろう

　

様
々
な
機
会
を
通
じ
て
、

国
や
県
へ
地
域
の
現
状
を

伝
え
て
ま
い
り
た
い
。

令和７年度で閉校した琴丘中学校

迷
惑
太
陽
光
へ
の

対
応
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ペーパーレス会議システム/会議録検索システム
のご紹介

ペーパーレス会議システム/会議録検索システム
のご紹介

三種町議会では、より効率的でわかりやすい運営を目指して、
議会のデジタル化を進めています。

実際に使われている議案などを閲覧できる「ペーパーレス会議システム」や、
過去の議事録を簡単に検索できる「会議録検索システム」をご紹介します。

▲キーワードや発言者で検索することが
　できます。

▲会議を選択すると、
▼議案や資料が閲覧できます。

▲利便性向上のため、アンケートへのご
　協力をお願いします。

議員や町長などと同じように
閲覧・検索することができます！

▼ペーパーレス会議システム ▼会議録検索システム ▼町ホームページ

　　　　ホーム＞行政情報＞議会

議会のデジタル化が進んでいます議会のデジタル化が進んでいます

ペーパーレス会議システム 会議録検索システム
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編集後記

とどけ

　４月の改選により、広報広聴委員会も新人議員２
人が加わり、スタートしました。「読まれる・伝わ
る・親しまれる」議会だよりを目指し、知恵を出し
合い新たな視点で取り組んでまいります。

遠藤　勝昭　記　

編
　
集
　

◆
広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長
　
遠
藤
　
勝
昭

副
委
員
長
　
児
玉
　
儀
広

委
　
　
員
　
小
林 

か
お
り

　
〃
　
　
荒
谷
　
要
伸

　
〃
　
　
牧
野
　
勝
精

　
〃
　
　
森
山
　
大
輔

浜口小学校６年生の声

金岡小学校６年生の声

全教科百点をとる！毎日自学もやる。
いちごのホールケーキを家族のため
に作りたい。
将来、野球選手になるために素振り
とキャッチボールを続ける。

（取材：遠藤　勝昭、児玉　儀広、
　　　　小林　かおり）

修学旅行の自主研修では、自分で考
えて行動する力を身につけたい。
学習発表会では、多くの人の前で自
信を持って発表したい。
積極的にチャレンジし、その経験を
中学校生活に生かしたい。

（取材：荒谷　要伸、牧野　勝精、
　　　　森山　大輔）

「浜口小学校最後のチャレンジ」

「金岡小学校最後のチャレンジ」




